






















On W. A. Mozartʼs “12 Vaiationen & uuml;ber ein 
franz & ouml;sisches LiedʻAh, vous dirai-je, maman”














































































































































































































４分音符主体 伴奏 ３連符主体 伴奏
Var.Ⅴ（バリエーション５）
　この変奏は上声と下声が互いに繰り返し合うリズムをもち、これまでの
変奏とはちょっと趣の異なった軽快な曲となっている。この変奏は対の形
をとらず、独立している。変奏曲の中で、対または小グループの間に、こ
のように独立した間奏曲的な変奏が置かれる事がよくみられる。
251
モーツァルト「きらきら星変奏曲」について
練習方法
　スラーとスタッカートの区別をしっかりつける。
　特にleggieroの部分はスタッカートが重くならないように打鍵に注意し
て弾く。
第５章　まとめ
　今回研究したモーツァルトの「きらきら星変奏曲」は主題の輪郭をくず
さずに音型装飾を中心とした装飾的変奏、つまり厳格変奏曲である。その
構造は大きく３つに分けられ、１つ目は第１変奏〜第７変奏であり、第１
変奏から第５変奏まで研究した。
　研究・分析した主題、第１変奏から第５変奏は、４つの変奏（第１と第
２、第３と第４）が互いに対になって作られ同じ手法によって作られてい
る。
　実際に主題となっている「ああ、お母さん、聞いて下さい」は、その当
時にパリで流行し歌われていた歌曲であり、それを耳にしたモーツァルト
は聴衆に喜ばれるものを主題として変奏曲を作曲していたのである。
　モーツァルトの変奏曲は即興性が強い性格を持っていて楽譜をもとに演
奏する時は、即興演奏の雰囲気ができるだけでるように心掛けたほうがよ
いと思います。基本的には、弾き始めたテンポで変奏が進んでいくのがもっ
とも自然で美しい演奏になると思います。
　今回第５変奏曲までの分析・研究のため、今後第６変奏から第12変奏の
研究を進めていきたい。
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